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別添資料 牧場と各施設の関係図

牧場エリア 20,000㎡上限

有料エリア

放牧風景創出エリア
10,000㎡以上

伝承・体験施設
500㎡

厩舎
300㎡

乗馬
乗降場
10㎡

イベント広場
（引馬コース等）
6,000㎡程度

民間収益施設
（休憩機能、

飲食・物販機能）

催事エリア
4,500㎡程度

：馬の動線

：眺望に配慮

⚫ 牧場は、厩舎見学やサラブレットへのえさやり等、馬との

深いふれあい体験を提供する有料エリアを設置すること。

有料エリアの具体的な範囲は、厩舎見学及び催事エリアを

想定するが、範囲は民間提案による。但し、民間施設の一

部である放牧風景創出エリア等は除くこと。また、催事エ

リアは神旗争奪戦等を実施する際は、無料開放できる計

画とすること。

公共施設等

民間施設等

入口

※1

※１

※2
※2

⚫ SA来場者の興味・関心を喚起し、有料エリアへの誘導及

び利用促進を図る提案を求める。（例：入口付近で時間を
限定して馬とふれあう体験・エサやりを提供、有料エリア
外から内部の体験内容が直接見通せない配置 等）

※5

⚫ 放牧風景創出エリアと民間収益施設（休憩機能、飲食・物

販機能等）について、眺望や施設連携などを図り、馬がい

る風景を活かした提案を求める。

※5※4

※4

⚫ 放牧風景創出エリアで、利用者から収入を得る任意事業

を行う場合は、市と協議の上、別途、土地の貸付等の契約

等を締結する。

その他

⚫ 有料エリアと放牧風景創出エリアには、それぞれ常時

１頭以上の馬を配置すること。

⚫ 催事エリアと放牧風景創出エリアの配置関係は、催事エリ

アが放牧風景創出エリア内に位置する場合、両エリアが隣

接する場合、又は離れて配置される場合のいずれも可能

とし、詳細は事業者の提案に委ねる。

※3

※3

⚫ 引馬は、催事エリアを起点とし、イベント広場まで展開す
る想定とする。
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